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	応用
	抗原情報
	背景
	GJB7などのコネキシンは、ギャップジャンクションの形成に関与しています。ギャップジャンクションは、接触する細胞の細胞質を直接つなぐ細胞間導管です。各ギャップジャンクションチャネルは、2つのヘミチャネルがドッキングすることで形成され、各ヘミチャネルには6つのコネキシンサブユニットが含まれています（Sohl et al., 2003 [PubMed 12881038]）。[OMIM提供、2008年3月],機能：1つのギャップジャンクションは、コネクソンと呼ばれる膜貫通チャネルが密集したクラスターで構成され、低分子量物質がこれを介して1つの細胞から隣接する細胞へと拡散します。,類似性：コネキシンファミリーに属します。β型（グループI）サブファミリー。,サブユニット：コネクソンは、コネキシンの6量体で構成されています。,組織特異性：胎盤で弱く発現しています。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	GJB7抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	GJB7 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したコネキシン25ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

